
      

八
月
、
お
盆
の
時
期
を
迎
え
て 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

滉 

八
月
に
な
る
と
、
望
洋
荘
や
せ
ん
し
ょ
う
苑
で
、
こ
れ
ま
で
の
一
年
間
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
が
思
い
出
さ
れ
る
の
は
私
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
を
共
に
し
た
職

員
や
、
ご
家
族
に
お
か
れ
て
も
在
り
し
日
の
姿
が
目
に
浮
か
び
、
追
悼
の
念
を
起

さ
せ
る
時
期
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

平
成
二
十
七
年
第
二
十
九
回
日
本
医
学
会
総
会
二
〇
一
五
関
西
が
京
都
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
特
別
講
演
「
日
本
人
の
死
生
観
」
と
し
て
梅
原 

猛
先
生
の
講
演
が
あ
り
、
多
く
の
参
加
者
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の

抄
録
集
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

日
本
人
と
死
生
観 

 
 

 
 

 

講
師 

梅
原 

猛 

先
生 

１
．
死
へ
の
不
安 

 

私
は
哲
学
者
と
し
て
死
の
問
題
を
ず
っ
と
考
え
て
き
た
。
現
代
人
は
、
古
代
人

や
中
世
人
よ
り
は
る
か
に
救
い
の
な
い
死
の
不
安
の
前
に
立
た
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か
つ
て
は
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
人
は
死
後
、
天
国
へ

行
き
、
仏
教
で
は
極
楽
浄
土
へ
行
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
科
学
は
こ
の
よ
う

な
信
仰
を
迷
信
と
し
て
否
定
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
科
学
を
信
じ
る
現
代

人
は
救
い
の
な
い
死
の
不
安
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
現
代
人
の
状
況
を
哲
学
に
結
晶
さ
せ
た
の
が
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の

『
存
在
と
時
間
』
で
あ
る
。
私
は
学
生
時
代
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
著
書
を
耽
読
し

た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
日
本
人
の
死
生
観
に
つ
い
て
語
り
た
い
。 

 

私
は
、
日
本
人
が
抱
い
て
き
た
死
生
観
に
は
科
学
的
根
拠
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。 

２
．
縄
文
時
代
の
死
生
観 

 

日
本
人
は
縄
文
時
代
か
ら
、
人
が
死
ね
ば
あ
の
世
へ
行
く
と
信
じ
て
き
た
。
あ

の
世
で
は
、
死
ん
だ
祖
先
た
ち
が
こ
の
世
と
同
じ
よ
う
に
家
族
単
位
で
生
活
し
て

い
て
、
こ
の
世
に
い
る
子
孫
の
女
性
が
妊
娠
す
る
と
す
ぐ
に
そ
の
情
報
が
あ
の
世

へ
も
た
ら
さ
れ
、
あ
の
世
の
祖
先
た
ち
が
誰
を
こ
の
世
へ
帰
す
か
を
相
談
し
、
あ

の
世
の
祖
先
た
ち
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
一
人
が
胎
児
と
な
っ
て
こ
の
世
に
還

っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
あ
の
世
で
の
暮
ら
し
は
こ
の
世
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
が
、
異
な
る
の
は
、
あ
の
世
と
こ
の
世
で
は
万
事
あ
べ
こ
べ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
信
仰
は
現
代
に
も
残
っ
て
い
る
。
死
者
に
は
着
物
を
左
前
に
着
せ
、

死
者
に
供
え
る
も
の
は
必
ず
壊
す
。
こ
の
世
で
完
全
な
も
の
は
あ
の
世
で
は
不
完

全
な
も
の
、
こ
の
世
で
不
完
全
な
も
の
は
あ
の
世
で
完
全
な
も
の
と
い
う
信
仰
で

あ
ろ
う
。
縄
文
時
代
の
土
偶
は
そ
の
よ
う
な
信
仰
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
死
生
観
は
、
死
者
は
い
つ
か
必
ず
子
孫
と
な
っ
て
こ
の
世
へ
帰
っ

て
く
る
と
い
う
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
血
」
の
原
理
に
よ
る
生
ま
れ

変
わ
り
の
思
想
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。 

 
 

 
 

 

（
４
ペ
ー
ジ
目
へ
続
く
） 
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望洋荘 永崎ユニット 誕生会 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
、
八
月
生
ま
れ
の
入
居
者
様
の
誕

生
日
を
合
同
で
お
祝
い
致
し
ま
し
た
。 
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八
月
六
・
七
日
に
、
い
わ
き
駅
前
ま
で
七
夕
見
学
に
行
き
ま
し
た
。 

七
夕
飾
り
も
見
事
で
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
一
番
の
お
目
当
て
は
出
店
の

食
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

せんしょう苑 七夕見学 



（
１
ペ
ー
ジ
目
よ
り
続
く
） 

３
．
浄
土
教
の
死
生
観 

 

こ
の
よ
う
な
死
生
観
に
浄
土
教
の
死
生
観
が
加
わ
っ
た
。
浄
土
教
の

死
生
観
は
、
親
鸞
が
主
著
『
教
行
信
証
』
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
「
二
重

廻
向
」
で
あ
る
。
二
重
廻
向
と
は
、
念
仏
者
は
阿
弥
陀
様
の
お
か
げ
で

死
後
阿
弥
陀
浄
土
へ
行
く
ば
か
り
か
、
ま
た
そ
こ
か
ら
こ
の
世
に
還
っ

て
く
る
と
考
え
る
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
法
」
の
原
理
に
よ
る
生
ま

れ
変
わ
り
の
思
想
で
あ
る
。 

４
．
私
の
信
仰 

 

こ
の
よ
う
な
伝
統
的
死
生
観
、
及
び
浄
土
教
の
死
生
観
は
個
人
単
位
で
み
れ
ば
非
科
学
的
か
も
し
れ
な
い

が
、
遺
伝
子
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
科
学
的
で
あ
る
と
思
う
。
遺
伝
子
と
い
う
の
は
ア
メ
ー
バ
か
ら
の
永
遠
の

発
展
と
言
う
べ
き
時
間
を
過
去
に
も
ち
、
ま
た
今
後
発
展
す
る
永
遠
と
い
う
べ
き
未
来
の
時
間
を
も
つ
。
人

間
は
現
在
の
存
在
の
な
か
に
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
永
遠
を
宿
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
人
間
の
遺

伝
子
は
子
や
孫
に
引
き
継
が
れ
、
永
遠
に
こ
の
世
に
残
る
。 

 

個
人
と
し
て
は
た
し
か
に
死
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
遺
伝
子
か
ら
み
れ
ば
永
遠
の
も
の
で
あ
る
。
個
人

は
遺
伝
子
の
永
遠
の
マ
ラ
ソ
ン
走
者
の
う
ち
の
一
人
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
遺
伝
子
の
立
場
に
立
て
ば
、

死
は
決
し
て
救
い
よ
う
の
な
い
ほ
ど
不
安
な
も
の
で
は
な
い
。 

 

※
講
師 

梅
原
猛
先
生
の
略
歴
：
日
本
の
哲
学
者
。
も
の
つ
く
り
大
学
総
長(

初
代)
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
名
誉
教
授
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
。
立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
、
京
都
市

立
芸
術
大
学
学
長
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
（
初
代
）
、
社
団
法
人
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
長
（
第
十
三
代
）
な
ど
を
歴
任
。 

 

    

【
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洋
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坂
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九
九
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九
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三
十
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勿
来
ユ
ニ
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池
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八
四
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九
月 

 

二
日 

四
倉
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ニ
ッ
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佐
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キ
イ 
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八
一
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九
月 

 

十
日 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

鈴
木 

 

美
知
規
様 

 

六
七
歳 

九
月 

 

三
日 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

【
せ
ん
し
ょ
う
苑
】 

村
山 

 

和 
 

様 
 

八
九
歳 

九
月 

 

二
日 

み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト 

遠
藤 

 

武
雄 

様 
 

八
八
歳 

九
月 

三
十
日 

み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト 

 

九
月
お
誕
生
日
の
皆
さ
ん 

編
集
後
記 

『
望
洋
荘
・せ
ん
し
ょ
う
苑 

便
り
』 

平
成
二
十
八
年 

八
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

介
護
老
人
福
祉
施
設 
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地
域
密
着
型
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護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
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